
東京都市大学グルニプ(幼稚園から大学まヽ 綾を有する)の設立には、明治から

昭和にかけ鉄道事業と教育事業に情‐熱をささげた1人の人物を忘れて

はならないιその人物とは大東急コンツiルンを一代で築いた五島慶太

である。『教育こそは国家社会発展1興隆の基礎である。樹を植えるは十

年の計、人を植えるは百年の大計』の信念のもと、鉄道敷設とともに沿線

開発では多くの大学を誘致し、自らも学校法人五島育英会を設立した。

五島慶太と本学はどこでつながるのか、その歴史をたどる。

五反田時代の仮校舎

(昭和4年 7月撮影)

1956年 |(llE綱 ,1年
'

もっと都市大の歴史を知ろう!

東京都市大学歴史展示コーナー

囲鶉鞣ちザ妥粂ll憩t;号
制

1929年 の武蔵高等工科学校倉1立時から現在

に至るまでの発展、進化の過程を示したパネル

ボードや、建学の精神である「公正 自由 自治 J

の石碑、本学を設置する学校法人五島育英会

初代理事長である五島慶大翁の情報ディスプレ

イによる音声記録など、生涯と功績をわかりやす

く紹介。先達の足跡をたどることができます。

武蔵高等工科学校移転■■■‐‐|

武蔵工業大学畿量■|‐ |‐■|■
大岡山に移転してわずか6年で生徒増により教室が飽和状態

とならたも|そのころ目黒蒲田電鉄社長であうた五島慶大の格

,1の計らいにょり、現在の尾山台に校地を設けたし1955(昭

和30)年 、校舎増築の資金調達の折には「私の保証で300

万円|を借りろというのか?ゼロが一つ足りないではないかJと

五島慶大の大きさを物語るエピソードが残されている。

|||■ ■ ■ ||||■■ |■ .■ ||■ ||‐ ■  
‐    ‐ | |||||■ |■ |‐ |

蒸 構 1学1図‐女 子 短 期 大 学 犠 置■ |

1脚立剖五島慶大■|||■ ||     ‐ ・ ■||
女子教育の必要性を重視していた五‐島慶大はヽ自う意欲的

■季●,11938(昭 和1,〉年11私財1‐7万円(現在:約9,900

万円)を原資としてlt東歯商業女学校を設置。そ0後 :1955
(昭TllЮ )年に学校法人武蔵工業大学と合併

=学
校法人五

鼻育栞会0発足を韓機1111,50(昭 和31)年輌様学国女
子短期大学を設立した:||■ |‐■|‐ |‐■||||||||

至 五反田 東急 池上線

東急 東横線  量
鍵轟       ま|

4月 18日は世鶴谷キャンパスに:

五島慶太翁生誕記念日行事を開催

課外活動団体が世田谷

キャンパス3号館にある

五島慶大翁の胸像の前

に集まり、建学の精神で

ある「公正 自由 自治J

と、慶大翁の「体力が

あって熱と誠とがあるならば、必ず成功する。」というメッ

セージを受け、楽しくかつ安全に配慮しつつ、勉学と課外

活動の両立を目指すことを誓います。

:;懸温嘉1轟轟轟轟議絣熙|

lIllil■■L議書轟占ξ姦轟鵡な:去基鷹沐轟

籍扮 :十一一一一一■■||●■ |‐|
■■||||■|||

1939奪 |(E目細14年 )

1949褒歎昭和24年 )

昭和20年代の校舎全景
(現 1世日谷キヤンバス)

大同山第1絞舎全景

東横学園女子短期大学1正P5と講堂

「キャンパスライフ2018Jよ り抜粋



議→東京都市大学 0日名:武蔵工業大学 )の歴史

■→東横学園女子短期大学の歴史
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鬱
日
本
の
大
学
と
し
て
初
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
＾
ア
ム
《Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
》
の
認
証
を
取
得
。
（環
境
情
報
学
部
）

機
武
蔵
工
業
大
学
学
長
に
堀
川
清
司
が
就
任
。

機
環
境
情
報
学
部
開
設
、環
境
情
報
学
科
設
置
。
（神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
牛
久
保
西
）警
工
学
部
機
械
シ
不
ア
ム
、電
子
情
報
、
平
ネ
ル
ギ
ー
基
礎
工
学
科
増
設
。

機
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
。
■
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
科
、英
語
英
文
科
を
統
合
改
組
し
て
一一一呈
巾
で

■ヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
設
置
。

東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
科
、
英
語
英
文
科
増
設
。

―
‐
畿
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
。

―
―
艤
武
蔵
工
業
大
学
創
立
６。
周
年
。

―
　
畿
武
蔵
工
業
大
学
学
長
に
古
浜
庄
一が
就
任
。

■
‐
■
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
学
長
に
高
鳥
正
夫
が
就
任
。

１
１
〓
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
創
立
２５
周
年
。

■
‐
鬱
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
土
木
工
学
専
攻
開
設
。修
士
課
程
経
営
工
学
、原
子
力
工
学
２
専
攻
開
設
．

‐
‐
艤
武
蔵
工
業
大
学
創
立
５０
周
年
。警
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
開
所
。

‐
―
撥
武
蔵
工
業
大
学
学
長
に
石
川
馨
が
就
任
。

―
―
鰺
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
土
木
工
学
専
攻
を
開
設
。

―
―
――
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
家
政
科
を
家
政
学
専
攻
と
食
物
栄
養
学
専
攻
へ
専
攻
分
離
。

‐―

■
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
学
長
に
英
修
道
が
就
任
。

―
‐
鬱
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
、機
械
工
学
、
生
産
機
械
工
学
、
電
気
工
学
、建
築
学
の
４
専
攻
開
設
。

―
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大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
機
械
工
学
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産
機
械
工
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、電
気
工
学
、建
築
学
の
４
専
攻
開
設
。
一

―
―
警
工
学
部
機
械
工
学
科
と
生
産
機
械
工
学
科
を
合
併
し
、
機
械
工
学
科
と
し
て
発
足
。

―

響
原
子
力
研
究
所
開
所
。
（神
奈
川
県
川
崎
市
王
禅
寺
四
ツ
日
）

―
‐
機
武
蔵
工
業
大
学
学
長
に
山
田
良
之
助
が
就
任
。

―
‐
鬱
武
蔵
工
業
大
学
創
立
３０
周
年
。

―
‐
鬱
工
学
部
生
産
機
械
工
学
科
、経
営
工
学
科
増
設
。

―
‐
鬱
工
学
部
電
気
通
信
工
学
科
増
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、建
設
工
学
科
を
建
築
工
学
科
、
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木
工
学
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に
分
離
。
一一
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
家
政
科
栄
養
士
養
成
施
設
指
定
。

一‐
―
十
一■
■
●
一
■
■
●
一
■
■
〓
一■
●
■
・一一一一
■
ス
東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
等
々
力
町
）家
政
科
設
置
。
学
長
に
石
井
鋼
次
郎
が
就
任
。

―
―
鬱
武
蔵
工
業
大
学
学
長
に
八
木
秀
次
が
就
任
。

■
１
磯
学
校
法
人
武
蔵
工
業
大
学
に
学
校
法
人
東
横
学
園
を
合
併
も
、学
校
法
人
五
島
育
英
会
に
改
称
認
可
、理
事
長
に
五
島
慶
大
が
就
任
。

‐
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１１１
学
校
法
人
東
横
学
園
理
事
長
に
五
島
慶
大
が
就
任
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事
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に
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。

一―

■
財
団
法
人

東
横
学
園
設
立
、
理
事
長
に
五
島
慶
大
が
就
任
。

―
‐
機
武
蔵
高
等
工
科
学
校
校
地
移
転
。
（東
京
市
世
田
谷
区
玉
川
等
々
力
町
）

「
―
■
目
黒
蒲
田
電
鉄
（現
在
の
東
京
急
行
電
鉄
）の
総
帥
で
あ
っ
た
五
島
慶
大
が
東
横
商
業
女
学
校
設
置
。
（東
京
市
世
田
谷
区
玉
川
等
々
力
町
）

―
‐
鬱
財
団
法
人
武
蔵
高
等
工
科
学
校
設
立
、
理
事
長
に
西
村
有
作
が
就
任
。

―
‐
畿
武
蔵
高
等
工
科
学
校
校
長
に
猪
狩
亮
介
が
就
任
。

―

鬱
機
械
工
学
科
増
設
。

■
―
鬱
武
蔵
高
等
工
科
学
校
校
地
移
転
。
（東
京
市
大
森
区
北
千
東
町
）

―
―
鬱
武
蔵
高
等
工
科
学
校
校
長
に
竹
内
季
一が
就
任
。
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科

学
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創
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。
（茎
示
府
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郡
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崎
町
大
字
谷
芭
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軍
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零

土
木
の
３
工
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科
設
置
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工
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塚
響

日
、西
村
有
作
。

原子力研究所(王禅寺キャンパス)
トリガⅡ型原子炉の設置工事
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畿
大
学
院
総
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理
工
学
研
究
科
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置
。
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蟻
ク
オ
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制
開
始
。

薔

一奮澪
〓
平
鐵
鱗
韓

∵
一

‐
鬱
二
子
玉
川
夢
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
。
（東
京
都
世
田
谷
区
玉
＝

）

■
機
世
田
谷
区
と
包
括
協
定
を
締
結
。

畿
エ
ア
イ
ス
コ
ー
ワ
ン
大
学
（Ｅ
Ｃ
Ｕ
）と
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
契
約
書
に
調
印
、東
京
都
市
大
学
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Ｔ
Ａ
Ｐ
）始
動
。

‐，
畿
授
業
開
始
・終
了
の
チ
ャ
イ
ム
を
東
京
都
市
大
学
グ
ル
ー
プ
学
園
歌

「夢
に
翼
を
」
に
変
更
。

４
舞
一
鷲
菫
詢
麟

鬱
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
・博
士
後
期
課
程
電
気
電
子
工
学
専
攻
、生
体
医
工
学
専
攻
、情
報
工
学
専
攻
開
設
。
撥
早
稲
田
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

―
―
機
工
学
部
原
子
力
安
全
工
学
科
増
設
。

―
‐
艤
多
摩
美
術
大
学
、昭
和
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。　
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
学
生
募
集
停
止
。　
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■
‐
磯
室
蘭
工
業
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

１
‐
機
工
学
部
生
体
医
工
学
科
増
設
。
ｅ
知
識
工
学
部
開
設
、
情
報
科
学
科
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
学
科
、応
用
情
報
工
学
科
設
置
。

■
‐
や
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
学
長
に
海
老
原
大
樹
が
就
任
。
●
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
・博
士
後
期
課
程
シ
る
ア
ム
情
報
工
学
専
攻
開
設
。
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機
言
●
儀
攣
〓
苺
攘
館
澪
〓
一
‐

撥

マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
際
工
科
院

（Ｍ
Ｊ

Ｉ
Ｔ
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
。

‘ヽ

最
東
京
都
市
大
学
学
長
に
三
木
千
壽
が
就
任
。

１
１
参
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
競
技
大
会
大
学
連
携
協
定
を
締
結
。

―
ヽ
修
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「ぴ
っ
ぴ
」
開
設
Ю
周
年
、利
用
者
２３
万
人
を
突
破
。
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藝
〓
３
零
一４
鷺
〓
薔
継
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ell立 者

◎ 及 川 恒 忠 (おいかわ つねただ)

1929(昭 和 4)年 荏原郡大森 (現 :大田

区大森 )に所在していた東京高等工商

学校 (芝浦工業大学の前身)において、

非常勤講師として教鞭をとっていた慶

應義塾大学法学部教授の及川は、放

校処分となった生徒たちの熱意により

学校設立へと邁進した。1929(昭 和4)

年8月 、私立武蔵高等工科学校学校設

立申請書が1東京府知事に提出された。

◎ 西 村 有 作 (にしむらゆうさく)

初代理事長。資産家であった西村は、

慶應義塾の出身であつた及川より、学

校の設立資金を出資してもらうよう依

頼を受け、承諾した。学校は財政面で危

機に陥り、西村自身も健康を害するが、

1955(昭和 30)年 に理事長が五島慶

大に交代するまで私財を投じ学校の発

展に尽力した。

◎ 手 塚 猛 昌 (てづか たけまさ)

実業家であった手塚は、西村と同様に

慶應義塾の出身であった及川より、学

校の設立資金を出資してもらうよう依

頼を受け、承諾した。晩年期に迎えた最

後の人 lkl育成事業となった。手塚は実

業家である一方、日本で初めての時刻

表「汽車汽船旅行案内」を発行した“時

刻表の父"である。

建学の精神駐驚亜卜自由苺白治 J

校是は武蔵高等工科学校創設当時、創立者 及川恒

忠によって作られた。及川は、開校当初 、前慶應義

塾長 鎌田栄吉先生に「独立自尊 J(慶 應義塾教

育基本 )を揮皇 してもらったが、さすがに慶應

のモットーを利用するわけにもいかなかった。

元来中国学者であった及川は、中国で蒋介

石の国民革命が成功を治めつつあった背

景に、国民精神昂揚のためのモットー「ネL

儀 廉恥 Jがあり、これを「独立 自尊 Jに

結び付け「自由 廉恥」としたが、難しい

ということで「公正 自由・自治Jを創造   ‐

した。また、学校設立の趣旨は「実質的

技術教育への専心と、精神.l育の尊    |
重」であり、「我 の々志とは公正なる人

格の陶冶と優秀なる工業技術の修得に

あるJと説いた。
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校歌・校旗。学生旗

校歌は武蔵高等工科学校設立の翌年 1930(昭 和5)

年に教員や生徒が一緒になって歌つた寮歌に出来

する。正式に校歌となったのは1933(昭 和8)年

の秋、その後、新しい校歌が作られたが、2009

(平成 21)年 4月 東京都市大学へと校名

変更をするにあたり、初代の校歌を復活さ

せた。歌詞にある「J三色旗Jは、当初「電

建 土木の三色旗…」として歌われ、設

立時の3学 科の象徴であった「青 赤

緑Jに彩られた校旗としても作られた。

3学 科であった学科も1934(昭和9)

年には4学科となり、その頃には校是

の「公正 自由 自治」の建学の精神

を象徴する「青 赤 緑Jの 三色旗と
‐    も考えられた。三色旗は1942(昭和
17)年以降、新しい校旗へと変わって

いったが、2012年 度学位授与式から
「学生旗」として復活。現在の校旗は、

武蔵工業大学から東京都市大学へと校

名変更となった際に、一部デザインを変更

し、新たに生まれ変わった。校歌 校旗 学牛

旗は建学の精神と共に本学の象徴として次

世代へと継承される。

学生旗

■饒

量同巡戌
[1882(明治13)年 -195,(鴫和34)年 ]

長野県小県郡青木村に生まれる.1,00(明

治33)年 に松本中学校を事業後、経済的事

情もあり18歳で母校の青木 i」尋常高等小

学校の代周教員となり教垣に立つ.その後し

ばらく教員生活を送ったが、上級学校への受

験勉強を続け、1902(明 治35)年東京高等

師範学校 (現 :筑波大学)に進学した。東京高等師範学校

では、当時校長であった嘉納治五郎先生(講道館柔道創

始者、柔道の父)より「なあに」の精神を学ぶ。卒‐業後、

英語教員として再び教壇に戻るが、さらに上級学校進学

への情熱を失わず、1906(明治39)年に東京常国大学

(現 :東京大学)法科大学に入学した。学生時代に出

会った富井政章男爵(東京帝大名誉教授)、 iJ l藤 高明

: 伯爵(イギリス大使)から信頼を得られ、精神的にも経

1 済的にも支援を受ける。卒業後は、農商務省に入省.
五島慶太からのメッセージ その後鉄道院に転じ、9年半の官吏時代を経て実業

界へ転身する。1920(大 正9)年 、武蔵電気鉄道 (現在の東京急行電鉄の営業エリ

アの沿線開発を行う)に着任。ここからは鉄道事業と沿線開発へ情熱を発揮させた。

タリえば、沿線には多くの大学を誘致 (東京工業大学、慶應義塾大学、武蔵工業大学

等)し 、文教都市化した。あわせて、渋谷を中心としてターミナル駅には「¬貨店を併設

し、沿線に暮らす人 へ々快迫な生活空間をつくった。武蔵電気鉄道を起点に多い時

は100社以上・
ll社長、役員に就任し、武蔵電気鉄道はいくつかの3tt道 会社と合併を

繰り返しながら、1942(昭和]7,年、東京急行電鉄株式会社となり、一代で大東急コ

ンツェルンを築いた。五島慶人にとって事業とは夢の延長のようなものであった。“事

業の夢"は朝早く浮かび、すぐきま社へと送られた。夢を持ち、夢を追い求めることこ

そが原動力となり、多くの事業を成功させた。50歳を過ぎても夢は見続けた。そのひ

とつが教育である。その頃から、教育への1青熱がさらに強まり、1939伸召和14)年 に

東横商業女学校 (現 :東京都市大学等 力々中学校・高等学校 ,を開校させた。女子教

育および技術教育への必要性を早くから説き、本学との関係もこの頃から次第に強

まっていく。鉄道事業のかたわら、半生をかけて占写

経をはじめとして貴重な美術品の克集を精力的にお

こなった。その美術品は世田谷区 L野毛にある五島

美術館で後世へと受け継がれている。終生、夢を追

い求めた五島慶大は、桜をこよなく愛し、禅語の「随

所に主となるJを教訓とし、自らも生涯、信念を貫き、

“glH所に主"となった77年の人生であった。
歴史につしヽて紹介.各キヤンパスの図書
館で間覧可肯|。


